
広  報
月号9

2006

No.11

「広報いせ」はホームページでもご覧いただけます。http://www.city.ise.mie.jp　再生紙（古紙 100%）を使用しています。

大地震に備えて !! ………………………2

生涯を健康で暮らせる健康文化都市を目指して … 4

平成19年度「公・私立幼稚園」の入園児募集、

平成19年度「公・私立保育所（園）」の入所（園）児募集 

　　　　　………………………………6

サンライフ伊勢の受講者を募集…… 13

まちの話題…………………………… 17

保健センターだより………………… 18

募集・試験・催し物・お知らせ…… 21

　7月16日、豊橋市から「ええじゃないか☆お蔭参り行脚隊」が、昔ながらの船
参宮で、神社「海の駅」に到着しました。

　伊勢神宮を目指す一行は、同15日に「ええじゃないか騒動」発祥の地・豊橋市
の吉田城を出発し、同16日、河崎天王祭で豊橋名物・手筒花火を披露しました。
　同17日には、伊勢神宮を参拝し、おかげ横丁でお札

ふだ

まきをしました。

ええじゃないか☆お蔭
かげ

参り行
あん

脚
ぎゃ

隊
たい

「ええじゃないか騒動」とは

江戸時代に起こった大衆乱舞のこ
とで、伊勢神宮のお札が空から降っ
たことをきっかけに、人々が「え
えじゃないか」と歌い踊りながら町
を巡った騒動のことです。
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い
つ
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
大
地
震

　

9
月
1
日
㈮
は
、
防
災
の
日

で
す
。

　

こ
れ
は
、
多
数
の
死
者
を
出

し
た
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
た

１
９
２
３
年︵
大
正
12
年
︶9
月

1
日
を
﹁
防
災
の
日
﹂
と
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
れ
以
降
も
日
本
で
は
、
た

く
さ
ん
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

地
震
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
も
、
大
き
な
影

響
を
与
え
る
東
海
地
震
、
東
南

海
・
南
海
地
震
が
、
近
い
将
来
、

起
こ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
震
は
、
お
よ
そ

１
０
０
年
～
１
５
０
年
の
間
隔

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
前
回
の
発
生
か
ら
約

１
５
０
年
が
経
過
し
た
東
海
地

震
は
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
南
海
・
南
海
地
震

に
つ
い
て
も
、
今
世
紀
前
半
で

の
発
生
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
日
頃
か
ら
の

備
え
が
あ
れ
ば
、
被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

み
ん
な
で
大
地
震
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

〜
家
庭
で
の
備
え
の
一
例
〜

■非常持出品の準備
　非常持出品は、とっさに持ち出せるように袋に
詰めて、目につきやすいところに置きましょう。
　必要なものは、人によって違います。
　災害時の状況を考え、各自で用意しましょう。
　なお、水と食料は、最低3日分を用意してお
きましょう。

備蓄しておきたいもの

食料
・飲料水…1人当たり 1日3リットルが目安
・非常食…乾パン、アルファ米、缶詰など
　　　　　チョコレートやビスケットも有効
非常持出品
・携帯ラジオ
・懐中電灯
・常備薬
・軍手
・着替え　など

大
地
震
に
備
え
て
!!

防
災
防
犯
課（
☎
�
５
５
２
３
）

い
つ
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
大
地
震

　

9
月
1
日
㈮
は
、
防
災
の
日

で
す
。

　

こ
れ
は
、
多
数
の
死
者
を
出

し
た
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
た

１
９
２
３
年︵
大
正
12
年
︶9
月

1
日
を
﹁
防
災
の
日
﹂
と
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
れ
以
降
も
日
本
で
は
、
た

く
さ
ん
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

地
震
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
も
、
大
き
な
影

響
を
与
え
る
東
海
地
震
、
東
南

海
・
南
海
地
震
が
、
近
い
将
来
、

起
こ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
震
は
、
お
よ
そ

１
０
０
年
～
１
５
０
年
の
間
隔

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
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災
害
時
の
状
況
を
イ
メ
ー
ジ

（
想
像
）し
ま
し
ょ
う

　

災
害
時
に
適
切
な
行
動
を
と

る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
に
は
、
災
害
発
生
時
か

ら
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
自

分
の
周
辺
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
る
か
を
、
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
自
分
が
と
る

べ
き
行
動
、
必
要
な
も
の
が
浮

か
ん
で
き
ま
す
。

　

大
地
震
が
起
こ
る
と
、
交
通

網
が
途
絶
え
、
水
道
・
ガ
ス
・

電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
家
族
と

連
絡
を
と
ろ
う
と
し
て
も
、
電

話
が
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
家
が
倒
壊
し
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
家
具
な
ど
が
倒

れ
て
家
の
中
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
。

　

食
べ
物
も
飲
み
物
も
手
に
入

ら
な
い
、
と
い
っ
た
状
況
が
起

こ
り
得
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
、
地
震
発
生
か
ら
3
秒

後
・
1
分
後
・
3
日
後
・
1
カ

月
後
・
1
年
後
に
、
自
分
が
と

る
べ
き
行
動
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
時
々
で
、家
に
居
た
り
、

職
場
に
居
た
り
、
買
い
物
に
出

掛
け
て
い
た
り
と
、
皆
さ
ん
が

居
る
場
所
は
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
や
天
候
に
よ
っ

て
も
行
動
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
条
件
を
変
え
な

が
ら
、
ま
ず
は
自
分
で
考
え
て

み
て
、
次
に
家
族
や
仲
間
で
話

し
合
い
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

災
害
発
生
後
は
、
家
族
や
友

人
な
ど
大
切
な
人
の
安
否
確
認

を
す
る
た
め
に
、
被
災
地
に
電

話
が
殺
到
し
、
電
話
が
か
か
り

に
く
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、﹁
災

害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
﹂

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
す
る
と
き
は
、﹁
１
７
１
﹂

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
音
声
案
内
に

従
っ
て
、
伝
言
の
録
音
や
再
生

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ガラスの飛散防止対策
　地震の揺れで、窓ガラスや食器棚の
ガラスなどが割れ、その破片でけがを
してしまいます。
　事前にガラスの飛散防止フィルムを
張っておきましょう。

■住宅の耐震診断
　耐震診断を実施すると、建物の弱点が分かり
ます。
　また、地震時に建物がどの程度安全であるか
の判断材料にもなります。
　特に、阪神・淡路大震災では、昭和56年以
前の木造住宅がたくさん倒壊しました。
　このため、昭和56年5月31日以前に着工さ
れた木造住宅で、一定の条件を満たす住宅につ
いて、市が無料の耐震診断を実施しています。

■家具などの固定
　阪神・淡路大震災で負傷した人の半数は、家具の転

倒落下によるものであるとの調査結果が出ています。

　また、家具が転倒することにより、通路をふさいで

しまい、避難することができなくなってしまいます。

　金具などの器具を取り付ける場合は、しっかりした

柱や桟
さん

などに固定するようにしましょう。

※一定の条件を満たす世帯を対象に、家

具の固定を無料で行う制度があります。

詳しくは、広報いせ8月号をご覧ください。

災害用伝言ダイヤルの使用方法

　また、一定の条件
を満たす耐震補強工
事を行う場合、工事
にかかる経費を補助
する制度がありま
す。詳しくは、広報
いせ 8月号をご覧く
ださい。
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市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
、
生
涯
を
健
康
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
・
高
齢
化
が
進

む
中
、
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
代
表
者
で

構
成
す
る
﹁
伊
勢
市
民
健
康
会

議
﹂
か
ら
の
政
策
提
言
を
踏
ま

え
、
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
や
健
康
状
況
を
も
と

に
、
健
康
づ
く
り
の
手
引
き
と

な
る
﹁
伊
勢
市
健
康
づ
く
り
指

針
（
健
康
増
進
計
画
）﹂
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

今
月
か
ら
3
回
に
わ
た
り
紹

介
し
ま
す
。

市
民
の
健
康
状
況

〜
「
生
活
習
慣
病
」
の
人
が

増
え
て
い
ま
す
〜

　

生
活
習
慣
の
変
化
に
伴
い
、

生
活
習
慣
病
に
な
る
人
が
著
し

く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
で
も
、
悪
性
新
生
物

︵
が
ん
︶、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾

患︵
脳
梗こ
う
そ
く塞
・
脳
出
血
な
ど
︶の

﹁
三
大
生
活
習
慣
病
﹂
が
、
死

亡
原
因
の
6
割
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
の
治
療
が
必
要
な

人
や
、
脳
血
管
疾
患
、
転
倒
・

骨
折
、
認
知
症
で
、
介
護
が
必

要
な
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

元
気
に
生
き
生
き
！

　

高
齢
期
に
な
っ
て
も
、
寝
た

き
り
や
認
知
症
に
な
ら
ず
、
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
、
健
康
な

う
ち
か
ら
、
生
活
習
慣
病
予
防

を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

個
人
の
生
活
の
質
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
医
療
費
や
介
護
保

険
制
度
の
安
定
運
営
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
前
向
き
な
気
持

ち
を
持
ち
、
元
気
に
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

み
ん
な
で
楽
し
く
、
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
も
う
！

　

健
康
づ
く
り
を
効
果
的
に
進

め
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の

取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
家
族

や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
主

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

一
人
一
人
が
、
で
き
る
こ
と
か

ら
、
ま
た
地
域
や
市
全
体
で
楽

し
く
力
を
合
わ
せ
、
市
民
が
元

気
な
伊
勢
市
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

健
康
の
日
・
健
康
文
化
週
間
の

制
定

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し

て
、
生
涯
を
健
康
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、

健
康
づ
く
り
活
動
を
広
く
浸
透

さ
せ
る
た
め
、﹁
健
康
文
化
週

間
﹂
お
よ
び
﹁
健
康
の
日
﹂
を

制
定
し
、
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
情
報
の
発
信
を
行
い
ま
す
。

（平成12年〜16年累計値）

伊勢市民の死亡原因

健康課（☎ �2435、FAX�0683）

ⒸMPC
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健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

養
成

　

﹁
伊
勢
市
健
康
づ
く
り
指
針
﹂

に
基
づ
き
、
健
康
づ
く
り
を
積

極
的
に
実
践
し
、
地
域
の
健
康

づ
く
り
を
広
げ
る
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
﹁
健

康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
﹂
を

養
成
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

運
動
や
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
、

健
康
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
楽

し
く
実
践
の
こ
つ
を
学
び
、
自

分
自
身
の
健
康
づ
く
り
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
の
健
康
管
理
や
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
役

立
ち
ま
す
。

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
地

域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
を
、

み
ん
な
で
一
緒
に
、
楽
し
く
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座

と
き
・
内
容
・
持
ち
物　

左
表

の
と
お
り

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
で
、
す
べ
て

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
‼

　

﹁
伊
勢
市
健
康
づ
く
り
指
針
﹂

の
策
定
を
記
念
し
、
次
の
と
お

り
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
作
品

● 

健
康
文
化
都
市
を
目
指
し
、

健
康
づ
く
り
活
動
が
広
く
浸
透

し
て
い
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
も
の

● 

自
作
・
未
発
表
で
、
ほ
か
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
と
類
似

し
な
い
も
の

応
募
方
法　

9
月
29
日
㈮
︵
当

日
消
印
有
効
︶
ま
で
に
、
Ａ
4

サ
イ
ズ
の
白
紙
に
、
デ
ザ
イ
ン

し
た
マ
ー
ク
︵
15
㎝
×
15
㎝
の

枠
内
に
収
め
、
上
下
を
明
示
︶・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
デ
ザ
イ

ン
の
趣
旨︵
１
０
０
文
字
以
内
︶

を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送

で
健
康
課︵
〒
516ｰ

0076
八
日
市
場

町
13ｰ

１
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

2
階
︶へ

選
定
方
法　

応
募
作
品
の
中
か

ら
１
点
を
、
伊
勢
市
民
健
康
会

議
で
選
定
し
ま
す
。

※
応
募
は
1
人
3
点
ま
で
と
し
、

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
採
用
作
品
に
つ
い
て
、
市
が

著
作
権
を
所
有
す
る
こ
と
と
し
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
、
啓

発
用
印
刷
物
や
封
筒
な
ど
に
使

用
し
ま
す
。

健康づくりアドバイザー養成講座
と　　　き 内　　　　　容 持ち物

第1回
9月19日㈫
13：30～ 15：30

～開校式～ 
　　　健康づくりアドバイザーって？ 
　　　知ろう！伊勢市の健康づくり

なし

第2回
10月5日㈭ 
13：30～ 15：30

～体探検！自分の体の声を聴いていますか？～ 
　　　講演「生活習慣病予防について」 
　　　　　講師：伊勢地区医師会医師

なし

第3回
10月20日㈮ 
10：00～ 15：30

～元気な体づくりの基本は食生活から～ 
　　　講演「バランス食」 
　　　調理実習

・エプロン 
・三角巾 
・米１／２カップ

第4回
11月2日㈭
13：30～ 15：30

～歯の健康は素敵な笑顔のもと～ 
　　　講演「歯周病予防について」 
　　　　　講師：伊勢地区歯科医師会歯科医師 
　　　ブラッシングと染め出し体験

・歯ブラシ 
・タオル 
・手鏡

第5回
11月17日㈮ 
13：30～ 15：30

～運動で引き締まった体を手に入れよう～ 
　　　講演「生活習慣病予防のための運動」 
　　　運動実技 
　　　講師：皇學館大学助教授  小木曽一之 さん

・運動のできる 
  服装・靴 
・タオル 
・お茶など水分

第6回
12月15日㈮ 
13：30～ 15：30

～閉校式～ 
　　　これであなたも健康づくりアドバイザー 
　　　修了証授与

なし

の
講
座︵
計
６
回
︶に
参
加
で
き

る
人

定
員　

30
人︵
先
着
順
︶

申
し
込
み　

9
月
1
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
ＦＡＸ
で
健
康
課
へ



平成18年9月号 �

区分 幼稚園名 所在地 電話番号 対象 定員

公
立

神社幼稚園 神社港295-20 36-2631 4 ～ 5歳児 50人
豊浜幼稚園

 〔仮称〕
東豊浜町1458-4
西豊浜町1760

37-4090
37-4077 4 ～ 5歳児 50人

北浜幼稚園 村松町3280-6 37-4099 4 ～ 5歳児 50人
城田幼稚園 上地町1537-4 24-7077 4 ～ 5歳児 50人
四郷幼稚園 楠部町2484 24-6052 4 ～ 5歳児 50人
小俣幼稚園 小俣町本町1 22-4902 3 ～ 5歳児 200人
明野幼稚園 小俣町明野1481 38-1234 3 ～ 5歳児 60人
※豊浜幼稚園（仮称）の設置については、9月市議会で諮られます。
※小俣幼稚園・明野幼稚園については、合併調整により平成19年　
度は、小俣町の人を優先します。
※早修幼稚園・沼木幼稚園は、引き続き休園します。

〈公立幼稚園〉

（東園）
（西園）

「
公
・
私
立
幼
稚
園
」の

入
園
児
募
集

「
公
・
私
立
保
育
所（
園
）」

の
入
所（
園
）児
募
集

● 

災
害
に
遭あ

い
、
そ
の
復
旧
に

当
た
っ
て
い
る

入
所（
園
）資
格　

市
内
に
住
所

を
有
し
、
入
所︵
園
︶要
件
に
該

当
す
る
乳
幼
児

申
し
込
み
期
間　

10
月
2
日
㈪

～
20
日
㈮︵
平
日
の
み
︶

申
し
込
み
方
法　

保
育
所
入
所

︵
園
︶
申
込
書
︹
9
月
1
日
㈮

以
降
、
各
保
育
所︵
園
︶に
あ
り

ま
す
︺に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

第
一
希
望
の
保
育
所︵
園
︶へ

※
現
在
入
所︵
園
︶し
て
い
る
保

育
所︵
園
︶を
引
き
続
き
希
望
す

る
場
合
、
入
所︵
園
︶申
込
書
の

提
出
は
不
要
で
す
。

保
育
料　

保
護
者
の
所
得
税
額

お
よ
び
市
民
税
額
に
よ
り
、
段

階
別
に
決
定

※
給
食
費
は
、
3
歳
以
上
児
か

ら
、
主
食
費
の
み
必
要
で
す
。

保
育
時
間　

通
常
は
午
前
8
時

30
分
～
午
後
4
時
30
分
︵
月
曜

日
～
土
曜
日
︶

延
長
保
育　

家
庭
の
状
況
に
よ

り
、
左
ペ
ー
ジ
の
開
所︵
園
︶時

間
内
で
実
施
し
ま
す
。

※
次
の
時
間
帯
は
、
別
途
延
長

保
育
料
が
必
要
で
す
。

● 

船
江
・
た
け
の
こ
・
み
や
や

ま
保
育
園
⋮
午
後
6
時
～

● 

大
世
古
保
育
所
⋮
午
後
6
時

15
分
～

● 

豊
浜
西
保
育
所
⋮
午
後
6
時

30
分
～

● 

な
か
よ
し
保
育
所
⋮
午
前
6

時
30
分
～
7
時
、
午
後
6
時
～

休
日
保
育

な
か
よ
し
保
育
所
の
み

※
別
途
保
育
料
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
児
童
長
寿
課
ま

た
は
各
保
育
所︵
園
︶に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

新
施
設
に
つ
い
て

　

一
之
木
・
宮
後
・
中
島
保
育

所
を
統
廃
合
し
、
平
成
19
年
4

月
に
新
施
設
を
開
設
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
中
島
保
育
所

︵
☎
�
１
５
６
１
、
中
島
2
丁

目
21
ー
21
︶へ
。

保
育
所（
園
）と
は

　

保
育
所（
園
）は
、
保
護
者
が

病
気
や
働
い
て
い
る
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
乳
幼
児
を
お

預
か
り
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

入
所（
園
）す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
次
の
要
件
の
う
ち
い

ず
れ
か
の
理
由
で
保
育
で
き
な

い
場
合
で
す
。

入
所（
園
）要
件

● 

保
護
者
が
家
庭
外
で
働
い
て

い
る

● 

保
護
者
が
家
庭
内
で
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
る

● 

保
護
者
が
妊
娠
中
ま
た
は
出

産
後
間
が
な
い

● 

保
護
者
に
疾
病
ま
た
は
障
害

が
あ
る

● 

家
庭
内
に
病
人
な
ど
が
い
て

常
時
看
護
し
て
い
る

「
公
・
私
立
幼
稚
園
」の

入
園
児
募
集

平
成
19
年
度

学
校
教
育
課

（
☎
�
５
６
２
８
）

「
公
・
私
立
保
育
所（
園
）」

の
入
所（
園
）児
募
集

平
成
19
年
度

児
童
長
寿
課

（
☎
�
５
５
７
９
）

幼
稚
園
と
は

　

幼
稚
園
は
、
一

人
一
人
の
幼
児
が
、

近
い
年
齢
の
友
だ

ち
や
先
生
と
生
活

を
共
に
す
る
こ
と

で
、
社
会
性
を
身

に
つ
け
、
自
己
を

形
成
し
て
い
く
た

め
の
場
で
す
。

　

ま
た
幼
児
は
、

毎
日
の
い
ろ
い
ろ

な
遊
び
や
活
動
を

自
主
的
・
創
造
的

に
行
う
中
で
、
驚

き
・
発
見
・
疑
問
・

感
動
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
重
ね
、

心
身
共
に
成
長
し

て
い
き
ま
す
。



平成18年9月号�

区分 保育所（園）名 所在地 電話番号 開所（園）時間 保育開始 定員

公立

明 倫 保 育 所 吹上2丁目11－42 28－6775 7：30～ 18：30 生後3カ月 90人
浜 郷 保 育 所 黒瀬町1637 22－1964 8：00～ 17：30 生後3カ月 120人
さくらぎ保育所 桜木町55－1 22－1908 8：00～ 17：30 生後3カ月 90人
あさま保育所 朝熊町1997－1 25－6160 8：00～ 17：30 生後3カ月 90人
大世古保育所 大世古4丁目2－13 25－3676 7：15～ 19：15 生後3カ月 150人
( 新 施 設 ) 常磐2丁目4－40 未定 7：00～ 19：00 生後3カ月 60人
二見浦保育園 二見町荘2068－1 43－2261 7：30～ 18：00 生後6カ月 200人
五 峰 保 育 園 二見町山田原446－1 43－4300 7：30～ 18：00 生後6カ月 90人
高 城 保 育 園 二見町今一色874－398 43－3074 7：30～ 18：00 生後6カ月 60人
あ け ぼ の 園 小俣町明野1653 22－2665 7：30～ 18：00 生後6カ月 90人
し ら と り 園 小俣町湯田359 22－2735 7：30～ 18：00 2歳 60人
ゆ り か ご 園 小俣町本町444 22－2016 7：30～ 18：00 生後6カ月 110人
御薗第一保育園 御薗町長屋416－1 22－1574 8：00～ 18：00 生後6カ月 180人
御薗第二保育園 御薗町高向731 28－7300 8：00～ 18：00 生後6カ月 150人

私立

大 湊 保 育 園 大湊町1080－1 36－3260 8：00～ 17：30 生後3カ月 90人
一 色 保 育 園 一色町1316 22－2037 8：00～ 17：30 生後3カ月 120人
村 松 保 育 園 村松町143 37－2197 7：30～ 18：00 生後3カ月 45人
船 江 保 育 園 船江3丁目11－43 28－1532 7：00～ 19：00 生後3カ月 120人
たけのこ保育園 常磐町74－5 25－6618 7：00～ 19：00 生後42日 120人
マリア保育園 岡本1丁目2－33 25－7490 7：30～ 18：00 生後3カ月 120人
東大淀保育園 東大淀町2－12 37－1239 7：30～ 18：00 生後3カ月 90人
豊浜西保育所 磯町1736 37－0883 7：30～ 19：00 生後3カ月 120人
みどり保育園 矢持町426 39－1330 8：30～ 17：00 生後3カ月 60人
有 滝 保 育 園 有滝町2102－55 37－4548 7：30～ 18：00 生後3カ月 60人
中 須 保 育 園 中須町416－43 24－9258 7：30～ 18：00 生後3カ月 90人
佐 八 保 育 園 佐八町728－2 39－0055 7：30～ 18：00 生後3カ月 90人
みややま保育園 旭町348 25－7160 7：00～ 19：00 生後3カ月 90人
なかよし保育所 勢田町642－3 24－0570 6：30～ 21：00 生後42日 45人

〈保育所（園）〉

区分 幼稚園名 所在地 電話番号

私立

修 道 幼 稚 園 久世戸町4 28-1565

有 緝 幼 稚 園 船江２丁目2-29 23-5225

中 島 幼 稚 園 中島２丁目13-4 28-2438

明 倫 幼 稚 園 岡本１丁目18-65 28-4094

常 盤 幼 稚 園 岩渕１丁目6-32 28-4420

まるこ幼稚園 一之木１丁目8-3 28-5310

神宮高倉山幼稚園 八日市場町17-20 28-4248

神宮五十鈴川幼稚園 宇治中之切町38-2 22-4550

双 康 幼 稚 園 黒瀬町562-13 22-7890

ゆたか幼稚園 御薗町王中島23 22-3480

暁の星幼稚園 小俣町本町1336 22-0689

和 順 幼 稚 園 小俣町元町214-3 28-1121

〈私立幼稚園〉 公
立
幼
稚
園

入
園
資
格　

市
内
に
住
所
を
有

し
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
幼
児

5
歳
児
⋮
平
成
13
年
4
月
2
日

～
平
成
14
年
4
月
1
日
生
ま
れ

4
歳
児
⋮
平
成
14
年
4
月
2
日

～
平
成
15
年
4
月
1
日
生
ま
れ

3
歳
児
（
小
俣
幼
稚
園
・
明
野

幼
稚
園
の
み
）
⋮
平
成
15
年
4

月
2
日
～
平
成
16
年
4
月
1
日

生
ま
れ

申
し
込
み
期
間　

9
月
1
日
㈮

～
22
日
㈮︵
平
日
の
み
︶・
午
後

1
時
～
4
時

申
し
込
み
方
法　

所
定
の
入
園

願
書︵
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
︶

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
入
園

を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ

※
詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

2
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

私
立
幼
稚
園

　

詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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９
月
20
日
㈬
か
ら
始
ま
る
動

物
愛
護
週
間
を
機
会
に
、
あ
な

た
や
あ
な
た
の
家
族
が
飼
っ
て

い
る
ペ
ッ
ト
の
様
子
を
、
も
う

一
度
ペ
ッ
ト
の
側
に
立
っ
て
観

察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

動
物
は
、
私
た
ち
の
心
を
癒い

や
し
、
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら

し
ま
す
が
、
飼
い
主
が
ペ
ッ
ト

の
特
性
や
習
性
に
対
す
る
正
し

い
理
解
に
欠
け
る
と
、
知
ら
ず

知
ら
ず
に
虐
待
を
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

動
物
の
虐
待
は
、
動
物
愛
護

法
や
県
の
動
物
愛
護
条
例
で
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

　

相
変
わ
ら
ず
、
犬
や
猫
の
ふ

ん
尿
害
に
関
す
る
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

犬
に
と
っ
て
、
飼
い
主
と
の

散
歩
は
大
変
う
れ
し
い
時
間
で

あ
り
、
開
放
さ
れ
た
空
間
で
ふ

ん
尿
を
す
る
の
も
気
持
ち
が
良

い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
大
事
な
こ

と
は
、
飼
い
主
の
自
覚
と
マ
ナ

ー
で
す
。

　

自
分
の
家
の
玄
関
先
に
犬
の

ふ
ん
が
あ
り
、
誤
っ
て
踏
み
付

け
た
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

誰
も
が
、
気
持
ち
の
良
い
も

の
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
は
犬
の
せ
い
で
は
な
く
、

飼
い
主
の
責
任
で
す
。

　

散
歩
中
は
常
に
、
被
害
を
受

け
る
側
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、

ふ
ん
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
放
し
飼
い
を
し
て
い

る
猫
の
飼
い
主
に
も
同
様
の
こ

と
が
言
え
ま
す
。

　

人
と
動
物
が
快
適
に
暮
ら
す

た
め
に
は
、
飼
い
主
が
自
覚
を

持
つ
こ
と
は
当
然
の
こ
と
、
そ

の
地
域
の
住
民
が
協
力
し
て
ふ

ん
害
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
︵
伊

勢
保
健
所
︶
管
内
に
お
け
る
平

成
17
年
度
の
犬
の
殺
処
分
数
は

２
０
８
頭
、
猫
は
６
０
５
頭
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
犬
の
大
半
が
引

き
取
り
、
猫
の
大
半
が
捨
て
ら

れ
た
子
猫
で
す
。

　

動
物
を
飼
う
前
に
は
、
次
の

項
目
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
動
物
を
生
涯

自
分
た
ち
の
伴
侶
と
し
て
飼
い

ま
し
ょ
う
。

・毎日運動に連れて行く時間や体力がありますか

・集合住宅の場合、「ペット飼育可」の規約がありますか

・家族全員、動物が好きですか

・家族に動物アレルギーのある人はいませんか

・引っ越しや転勤の予定はありませんか

・一日数回の食
しょく じ

餌やトイレの後始末を、最後まで続けられますか

・毎日の食餌代、病気やケガの治療代にお金をかけられますか

・しつけができますか

・高齢動物の介護をする心構えが

　ありますか

・不測の事態に陥ったときの受け

　皿がありますか

ふ
ん
は
必
ず

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

一
生
大
事
に

飼
う
た
め
に

ペットを飼う前に確認しておくこと

動
物
が
虐
待
さ
れ
な
い

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

９
月
20
日
㈬
〜
26
日
㈫
は

動
物
愛
護
週
間

環
境
政
策
課

（
☎
�
５
５
４
０
）
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こ
れ
以
上
、
不
幸
な
子
犬
や

子
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

一
つ
の
方
法
と
し
て
、
不
妊
・
去

勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
犬
も
猫

も
、
オ
ス
も
メ
ス
も
、
ス
ト
レ

ス
の
な
い
穏
や
か
な
暮
ら
し
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
に
は
、
犬
猫
不
妊
去
勢
手

術
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

犬
⋮
オ
ス

：
３
０
０
０
円

　
　

メ
ス

：

４
０
０
０
円

猫
⋮
オ
ス

：

２
５
０
０
円

　
　

メ
ス

：

３
５
０
０
円

申
し
込
み　

環
境
政
策
課
へ

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
飼
い

主
に
、
生
涯
1
回
の
登
録
と
毎

年
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
は
、犬
だ
け
で
な
く
、

人
を
含
め
た
す
べ
て
の
哺
乳
動

物
に
感
染
の
恐
れ
が
あ
り
、
症

状
が
出
る
と
必
ず
死
に
至
る
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

昭
和
32
年
以
降
、
日
本
国
内

で
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
よ
う
な
国
は
む
し
ろ
少
数
で
、

世
界
で
は
毎
年
3
～
5
万
人
が

狂
犬
病
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
4
月
～
5
月
に
か
け
て

行
わ
れ
る
集
合
注
射
や
、
動
物

病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

国
際
化
社
会
の
中
で
、
飼
い

主
が
海
外
へ
連
れ
出
し
た
ペ
ッ

ト
や
、
海
外
か
ら
不
当
に
持
ち

込
ま
れ
る
動
物
な
ど
か
ら
感
染

す
る
危
険
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
現
在
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は

犬
に
と
っ
て
も
人
に
と
っ
て
も
、

大
変
重
要
な
予
防
手
段
で
す
。

　

飼
い
犬
の
適
正
な
管
理
を
行

う
た
め
、狂
犬
病
予
防
法
で
は
、

飼
い
犬
の
死
亡
や
飼
い
主
の
住

所
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

市
町
村
長
に
届
け
出
を
す
る
よ

う
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

飼
い
犬
の
登
録
内
容
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
登
録

地
の
市
町
村
長
︵
住
所
変
更
の

届
け
出
は
変
更
先
の
市
町
村
長
︶

に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
、
県
内
で
も
カ
ミ
ツ
キ

ガ
メ
な
ど
危
険
な
動
物
が
捕
獲

さ
れ
た
り
、
目
撃
さ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
外
来
生
物
︵
本

来
日
本
に
生
息
し
て
い
な
か
っ

た
動
植
物
︶で
す
。

　

外
来
生
物
の
中
で
も
、
日
本

の
生
態
系
、
人
の
生
命
・
身
体
、

農
林
水
産
業
に
悪
影
響
を
与
え

る
恐
れ
が
あ
る
侵
略
的
な
外
来

生
物
を
特
定
外
来
生
物
と
し
て

指
定
し
、
飼
育
・
栽
培
・
保
管
・

運
搬
・
販
売
・
譲
渡
・
輸
入
な

ど
を
規
制
す
る
こ
と
で
、
被
害

を
防
止
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

不
妊
・
去
勢
手
術
の

ご
案
内

本
当
は
怖
い

狂
犬
病

犬
の
死
亡
・
飼
い
主
の

住
所
変
更
な
ど
の

届
け
出

外
来
生
物
を

　

入
れ
な
い

　
　

捨
て
な
い

　
　
　

広
げ
な
い

 哺 乳 類  ヌートリア、アライグマ

 鳥 　 類  ガビチョウ

 爬
は  ち ゅ う

虫 類  カミツキガメ

 両 生 類  ウシガエル

 魚 　 類  ブルーギル、オオクチバス（バス類）

 クモ・サソリ類 セアカゴケグモ

 昆 虫 類  アルゼンチンアリ

 植 　 物  オオキンケイギク、ボタンウキクサ

よく知られている特定外来生物

詳しくは、環境省自然環境局野生生物課へ　

〒100－8975東京都千代田区霞が関1－2－2
☎03・3581・3351、ＦＡＸ03・3581・7090
外来生物法ホームページ http://www.env.go.jp/nature/intro/
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乳幼児医療費

対 象 年 齢

0歳～小学校入学前

0歳～ 4歳の誕生月の末日 4歳の誕生月の翌月～小学校入学前 
（新たに拡大する対象年齢）

所 得 制 限 有（左ページ参照）

助 成 対 象
外来・入院に係る医療費 
入院時食事療養費

入院に係る医療費 
入院時食事療養費

受 給 資 格 証 有 無

　

9
月
診
療
分
か
ら
、
左
表
の

と
お
り
、
乳
幼
児
医
療
費
の
対

象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
の

対
象
年
齢
の
拡
大

申
請
方
法

　

申
請
は
1
カ
月
単
位
で
行
い

ま
す
。

　

医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係
・

各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
・
各

支
所
に
次
の
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

持
ち
物

● 

領
収
書

● 

印
章

● 

健
康
保
険
証

● 

預
金
通
帳︵
郵
便
局
を
除
く
︶

● 

所
得
証
明
書
︵
平
成
18
年
1

月
2
日
以
降
転
入
者
の
み
︶

　

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
入

院
の
領
収
書
が
10
日
区
切
り
ま

た
は
半
月
区
切
り
と
な
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
提

出
漏
れ
の
無
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
所
得
確
認
の
結
果
、

所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
て
い

る
場
合
は
、
助
成
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

現
在
の
保
険
証
は
9
月
末
ま
で

し
か
使
え
ま
せ
ん

　

新
し
い
保
険
証
を
9
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
な
ど
に
誤
り
が

な
い
か
、
ま
た
学
生
で
遠
隔
地

用
保
険
証
を
使
用
し
て
い
る
人

は
、
学
の
保
険
証
が
同
封
さ
れ

て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
を
郵
送
で
は
な
く
、

医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
給

付
係
で
の
手
渡
し
を
希
望
す
る

人
は
、
9
月
15
日
㈮
ま
で
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
9
月
19
日

㈫
以
降
に
、
新
し
い
保
険
証
を

渡
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ

た
後
、
住
所
異
動
の
手
続
き
を

す
る
と
き
は
、
必
ず
新
旧
の
保

険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

旧
保
険
証
は
、
10
月
2
日
㈪

以
降
に
、
医
療
保
険
課
国
民
健

康
保
険
給
付
係
・
各
総
合
支
所

生
活
環
境
課
・
各
支
所
の
い
ず

れ
か
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
別
な
事
情
も
な
く

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
が
変
わ
り
ま
す

に
は
、
保
険
証
の
更
新
時
に
、

資
格
証
明
書
︵
医
療
機
関
で
の

負
担
が
全
額
自
己
負
担
︶
や
短

期
被
保
険
者
証
︵
通
常
よ
り
有

効
期
限
が
短
い
保
険
証
︶
を
交

付
し
ま
す
。

　

な
お
今
年
は
、
配
達
記
録
郵

便
で
送
付
し
ま
す
。

　

郵
便
局
で
の
保
管
期
限
を
過

ぎ
た
場
合
は
、
医
療
保
険
課
に

返
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
旧
保
険

証
を
持
参
し
、
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。

遠
隔
地
用
保
険
証
が
必
要
な
人

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
て
か

ら
、
次
の
も
の
を
持
参
し
、
医

療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
給
付

係
・
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
・

各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

● 

学
生
で
、
ほ
か
の
市
区
町
村

で
生
活
し
て
い
る
人
⋮
新
し
い

保
険
証
・
印
章
・
学
生
証
の
写

し
ま
た
は
在
学
証
明
書

● 

学
生
以
外
で
、
遠
隔
地
用
の

保
険
証
が
必
要
な
人
⋮
新
し
い

保
険
証
・
印
章

国民健康保険被保険者証について	医療保険課国民健康保険給付係（☎�5646 ）
福祉医療費について							医療保険課福祉医療係（☎�5552 ）

○
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乳幼児医療費

扶養親族などの数（人） 保護者所得額（円）

0 5,320,000
1 5,700,000
2 6,080,000
3 6,460,000
4 6,840,000
5 7,220,000

心身障害者医療費（65歳以上障害者を含む）

扶養親族などの数（人） 本人所得額（円） 配偶者・扶養義務者所得額（円）

0 3,604,000 6,287,000
1 3,984,000 6,536,000
2 4,364,000 6,749,000
3 4,744,000 6,962,000
4 5,124,000 7,175,000
5 5,504,000 7,388,000

一人親家庭等医療費

扶養親族などの数（人） 本人所得額（円） 養育者・配偶者・扶養義務者所得額（円）

0 1,920,000 2,360,000
1 2,300,000 2,740,000
2 2,680,000 3,120,000
3 3,060,000 3,500,000
4 3,440,000 3,880,000
5 3,820,000 4,260,000

　

平
成
17
年
度
︵
平
成
17
年
9

月
～
平
成
18
年
8
月
︶
に
所
得

超
過
に
よ
り
、
福
祉
医
療
費
の

受
給
資
格
を
取
得
で
き
な
か
っ

た
人
で
、
平
成
18
年
度
が
所
得

制
限
内
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人

平
成
18
年
度
福
祉
医
療
費
の

所
得
制
限
限
度
額
と
手
続
き
方
法

所得制限限度額表

◆手続きに必要なもの…印章、健康保険証、預金通帳（郵便局を除く）

◆手続きに必要なもの…印章、健康保険証、預金通帳（郵便局を除く）、心身障害者手帳・療育手帳

◆手続きに必要なもの…印章、健康保険証、預金通帳（郵便局を除く）、児童扶養手当証書（受給資格者のみ）　

※一人親家庭等医療費は、児童の父（母）から受ける養育費の100分の80を所得額に含めて判定します。

は
、
9
月
末
ま
で
に
医
療
保
険

課
福
祉
医
療
係
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
18
年
1
月
2
日

以
降
に
伊
勢
市
へ
転
入
し
た
人

は
、
所
得
状
況
が
把
握
で
き
な

い
た
め
、
前
住
所
地
で
所
得
証

明
書
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

お
木
曳
の
感
動
冷
め
や
ま
ぬ

伊
勢
で
、
鳥
羽
・
志
摩
と
連
携

し
、
伊
勢
志
摩
を
盛
り
上
げ
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
題
し
て
、〝
伊

勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹁
美う
ま

し

国
、
ま
い
ろ
う
。
伊
勢
・
鳥
羽
・

志
摩
﹂〟
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
行

政
と
民
間
と
が
協
働
し
、
式
年

遷
宮
行
事
が
始
ま
っ
た
﹁
神
宮
﹂、

伊
勢
う
ど
ん
や
て
こ
ね
寿
司
な

ど
の
﹁
食
﹂、
温
泉
や
明
か
り

に
よ
る
﹁
癒
や
し
﹂、
各
地
に

残
る
﹁
歴
史
文
化
﹂、
指
定
60

周
年
を
迎
え
る
伊
勢
志
摩
国
立

公
園
の
﹁
自
然
﹂
と
い
う
5
つ

の
テ
ー
マ
に
分
け
て
、
伊
勢
志

摩
の
魅
力
を
地
域
の
内
外
に
発

信
す
る
も
の
で
す
。

キャンペーン期間
10月1日㈰〜平成19年3月31日㈯

　

ま
た
、
伊
勢
志
摩
の
魅
力
と

お
得
な
情
報
が
満
載
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
、
近
鉄
主
要
駅
や
伊

勢
市
・
鳥
羽
市
・
志
摩
市
の
観

光
案
内
所
で
無
料
配
布
し
、
観

光
客
の
増
加
を
図
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
盛
り
上
げ
る

た
め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
﹁
広
報
い
せ
﹂
で
紹

介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
お

も
て
な
し
で
、
こ
の
地
域
を
訪

れ
る
人
々
を
迎
え
、
伊
勢
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

あ
な
た
の
知
ら
な
か
っ
た
伊

勢
志
摩
の
魅
力
に
出
合
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行

委
員
会
事
務
局
︵
伊
勢
志
摩
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
構
内
︶

☎
�
０
８
０
０

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
し
い
情

報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵http://

w
w
w
.um
ashi-kuni.jp/

︶
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

みんなで盛り上げよう！！
伊勢志摩キャンペーン

第1回

観光政策課（☎�5565）

※「扶養親族などの数」は、平成18年度住民税の計算上、　
　配偶者控除・扶養控除の対象となっている人数です。
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下
水
道
の
日
の
由
来

　

下
水
道
の
日
は
、昭
和
36
年
、

下
水
道
の
全
国
的
な
普
及
を
図

る
た
め
、﹁
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
﹂
と
い
う
名
称
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
10
日
と
定
め
ら

れ
た
の
は
、
下
水
道
の
大
き
な

役
割
の
一
つ
で
あ
る
﹁
雨
水
の

排
除
﹂
を
念
頭
に
、
台
風
の
時

季
で
あ
る
立
春
か
ら
数
え
て
２

１
０
日
を
過
ぎ
た
２
２
０
日
が

適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
た
め
で

す
。

　

そ
の
後
、
平
成
13
年
に
は
、

日
本
近
代
下
水
道
の
基
で
あ
る

旧
下
水
道
法
が
制
定
さ
れ
た
明

治
33
年
か
ら
１
０
０
年
目
を
迎

え
、
ま
た
21
世
紀
最
初
の
年
に

当
た
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
よ
り

親
し
み
の
あ
る
名
称
と
し
て
﹁
下

水
道
の
日
﹂に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
の
役
割

　

下
水
道
は
、
工
場
か
ら
の
排

水
や
、
日
常
生
活
で
台
所
・
風

呂
・
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
た
水

を
、﹁
汚
水
﹂
と
し
て
下
水
道

管
を
通
じ
て
下
水
処
理
場
へ
集

め
、
浄
化
し
て
自
然
に
返
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
は
﹁
雨
水
﹂
と
し

て
別
の
下
水
道
管
を
通
じ
て
、

河
川
や
海
に
流
さ
れ
ま
す
。

　

下
水
道
に
よ
り
、
左
図
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

伊
勢
市
の
下
水
道
普
及
率

　

平
成
18
年
3
月
末
現
在
の
下

水
道
普
及
率
は
、
約
11
・
7
％

で
し
た
が
、
同
年
6
月
、
大
湊

町
に
下
水
処
理
場
﹁
宮
川
浄

化
セ
ン
タ
ー
﹂
が
完
成
し
、
普

及
率
は
約
26
・
5
％
に
な
り
ま

し
た
。

現
在
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

い
る
区
域

宇
治
館
町
、
宇
治
今
在
家
町
、

宇
治
中
之
切
町
、宇
治
浦
田
１
・

2
・
3
丁
目
、
岡
本
1
丁
目
、

岩
渕
1
・
2
丁
目
、
吹
上
1
・

2
丁
目
、
河
崎
2
丁
目
、
船
江

2
・
3
丁
目
、
本
町
、
神
社
港
、

下
野
町
、
小
木
町
、
馬
瀬
町
、

竹
ケ
鼻
町
、
大
湊
町
、
中
村
町
、

中
村
町
桜
が
丘
、二
見
町
茶
屋
、

二
見
町
三
津
、二
見
町
今
一
色
、

小
俣
町
元
町
、
小
俣
町
本
町
、

小
俣
町
相
合
、
御
薗
町
高
向
、

御
薗
町
長
屋
、御
薗
町
王
中
島
、

御
薗
町
新
開
の
各
地
区
の
全
部

ま
た
は
一
部

下
水
道
へ
の
接
続
を

　

下
水
道
は
、
皆
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、側
溝
・

河
川
・
海
な
ど
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
を
防
ぎ
、
生
活
環
境

や
自
然
環
境
の
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
ま
す
。

　

清
潔
で
住
み
よ
い
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
に
、
下
水
道
が

整
備
さ
れ
て
い
る
区
域
で
は
、

早
期
の
接
続
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●浄化槽を設置しなくても水
洗トイレが使えます

●河川や海の環境を守ります

●悪臭・害虫の発生を防ぎます

●大雨による浸水からまちを
守ります

下水道の効果

９
月
10
日
㈰
は

 　

下
水
道
の
日

上
下
水
道
部
管
理
課（
☎
�
５
６
０
０
）

下水道マスコットキャラクター
　　　　　　「スイスイ」
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平成18年度　サンライフ伊勢　後期教室計画
教室名 回数 曜日 時間 定員 受講料

趣
味
づ
く
り

陶 　 芸 12回 毎月第1・3月曜日 18：30～ 20：30 30人 3,600円
パ ッ チ ワ ー ク 12回 毎月第2・4水曜日 10：00～ 12：00 35人 3,600円
ペ ン 習 字 12回 毎月第1・3木曜日 10：00～ 12：00 35人 3,600円

カ ラ オ ケ
1 21回 毎 週 水 曜 日 13：30～ 15：30 40人 6,300円
2 21回 毎 週 水 曜 日 18：30～ 20：30 40人 6,300円
3 21回 毎 週 木 曜 日 18：30～ 20：30 40人 6,300円

華 道（二 葉 流） 12回 毎月第1・3金曜日 10：00～ 12：00 25人 3,600円
伊 勢 型 紙 12回 毎月第2・4金曜日 13：30～ 15：30 35人 3,600円
俳 画 12回 毎月第1・3金曜日 13：30～ 15：30 35人 3,600円
実 用 書 道 12回 毎月第1・3土曜日 10：00～ 12：00 35人 3,600円
籐 工 芸 12回 毎月第2・4月曜日 10：00～ 12：00 25人 3,600円
茶 道 12回 毎月第1・3月曜日 10：00～ 12：00 25人 3,600円

健
康
づ
く
り

卓 球 21回 毎 週 水 曜 日 13：30～ 15：30 35人 6,800円
気 功 21回 毎 週 木 曜 日 13：30～ 15：00 40人 6,300円
３ Ｂ 体 操 21回 毎 週 金 曜 日 13：30～ 14：30 40人 6,300円

ヨ ガ
1 21回 毎 週 水 曜 日 13：30～ 14：30 25人 6,300円
2 21回 毎 週 土 曜 日 13：30～ 14：30 25人 6,300円

太極拳（楊名時）
1 21回 毎 週 金 曜 日 10：00～ 11：00 50人 6,300円
2 21回 毎 週 土 曜 日 10：00～ 11：00 50人 6,300円

レ ク ダ ン ス
1 21回 毎 週 金 曜 日 19：30～ 20：30 40人 6,300円
2 21回 毎 週 土 曜 日 13：30～ 14：30 50人 6,300円

（往信用表）　　　　　　　　　 　（返信用裏）

伊勢市八日市場町

　　　　　　13番13号

サンライフ伊勢教室係

何も記入しないでください

日本郵便

①講座名

②氏名（ふりがな）

③住所

④年齢

⑤性別

⑥電話番号

⑦「勤労者」または

　「無職」のどちらかを記入

往信

（返信用表）　　　　　　　　　 　（往信用裏）

郵便往復はがき

□□□ - □□□□

日本郵便

返信

住所

氏名　様

往復はがきの書き方

50

50

郵便往復はがき

□□□ - □□□□5 1 6 0 0 7 6

対
象　

平
成
17
年
度
前
・
後
期
、

平
成
18
年
度
前
期
の
3
期
の
う

ち
、
2
期
以
上
受
講
し
て
い
な

い
18
歳
以
上
の
人
︵
学
生
を
除

く
︶

※
な
お
、
2
期
以
上
受
講
し
て

い
る
人
も
申
し
込
み
で
き
ま
す

が
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

受
講
し
て
い
な
い
人
を
優
先
し

ま
す
。

申
し
込
み　

9
月
1
日
㈮
～
15

日
㈮︵
当
日
消
印
有
効
︶に
、
往

復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

し︵
下
図
参
照
︶、
サ
ン
ラ
イ
フ

伊
勢
へ

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
公
開
抽
選
は
、

9
月
19
日
㈫
・
午
前
10
時
～
、

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
で
行
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か

● 

カ
ラ
オ
ケ
・
ヨ
ガ
・
太
極
拳
・

レ
ク
ダ
ン
ス
に
は
複
数
の
教
室

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一

つ
の
教
室
し
か
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

● 

同
じ
教
室
に
何
枚
申
し
込
み

を
し
て
も
1
枚
と
し
て
取
り
扱

い
ま
す

● 

受
講
の
可
否
は
、
本
人
に
通

知
し
ま
す

● 

受
講
料
は
、
各
教
室
の
開
催

日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い

● 

受
講
料
以
外
に
、
別
途
材
料

費
や
道
具
代
な
ど
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

● 

日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

● 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

教
室
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

サ
ン
ラ
イ
フ
作
品
展

と
き　

9
月
30
日
㈯
・
午
前
9

時
～
午
後
5
時
、10
月
1
日
㈰
・

午
前
9
時
～
午
後
4
時

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

サンライフ伊勢（☎�1266 ）

　　 サンライフ伊勢
 平成18年度

後期（10〜3月）教室の
　　　    受講者を募集
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パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報
No.5

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

ハ
ー
ト
マ
ジ
ッ
ク
倶
楽
部

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
の

見
え
る
と
こ
ろ
、
見
え
な
い
と
こ
ろ

（
☎
�
７
２
１
５
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
⑳
４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://skc.e-ise.net/

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス skc@

e-ise.net

（第5回）

パルティ 4 コマ劇場

　

市
民
活
動
に
は
、環
境
保
全
・

教
育
・
子
育
て
支
援
・
ま
ち
づ

く
り
・
国
際
交
流
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
、
い
せ
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
の

は
、
こ
れ
ら
の
市
民
活
動
を
応

援
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
応
援
す
る
組
織
の
こ
と

を
、
中
間
支
援
組
織
と
言
い
ま

す
。

　

英
語
で
言
う
と
、﹁interm

ediary

︵
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
ア
リ
ー
︶﹂、

仲
介
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
。

　

中
間
支
援
組
織
の
仕
事
は
、

異
な
る
団
体
の
間
に
入
っ
て
調

整
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
舞
台

で
言
え
ば
、
黒
子
の
よ
う
な
仕

事
で
す
。

　

仲
介
す
る
も
の
は
、
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
の
ほ
か
、
技
術
や

考
え
方
、
経
験
な
ど
目
に
見
え

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

地
味
な
仕
事
な
の
で
、
ち
ょ

っ
と
だ
け
理
解
を
し
て
も
ら
え

る
と
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ト
マ
ジ
ッ
ク
倶
楽
部
は
、

平
成
13
年
に
伊
勢
マ
ジ
ッ
ク
友

の
会
と
し
て
、
愛
好
家
に
よ
り

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ

ア
で
発
足
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

平
成
17
年
4
月
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
、
ハ
ー
ト
マ
ジ
ッ
ク
倶
楽

部
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

市
内
お
よ
び
明
和
町
、
玉
城

町
な
ど
の
老
人
施
設
・
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
・
保
育
所･

幼

稚
園
な
ど
の
各
施
設
に
行
っ
て
、

ギ
タ
ー
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏

や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

演
奏
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で

歌
を
歌
っ
た
り
、
手
拍
子
し
た

り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
お
な

か
を
か
か
え
て
笑
っ
た
り
し
て
、

共
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
脳

を
活
性
化
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
も

な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
少
し
で
も
元
気
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
明
る
い
地

域
社
会
や
福
祉
の
向
上
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

喜
び
を
共
有
し
、
そ
の
姿
を

見
る
こ
と
で
、
わ
た
し
た
ち
も

活
力
を
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
励
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

依
頼
が
あ
れ
ば
、
都
合
の
許

す
限
り
訪
問
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
て
お
り
、
1
カ
月
に
3
～

4
回
程
度
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
会
員
は
約
15
人
、
倶
楽

部
会
費
な
ど
は
無
料
で
す
。
マ
ジ

ッ
ク
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る

人
は
、
活
動

の
様
子
を
見

に
来
て
く
だ

さ
い
。

代
表　

山
口
重
男



平成18年9月号1�

受給者の年齢 収入金額 控除額

65歳以上の人 
（S16.1.1以前生）

3,300,000円以下 120万円
3,300,001円から 4,100,000円以下 収入金額×25％＋37.5万円
4,100,001円から 7,700,000円以下 収入金額×15％＋78.5万円
7,700,001円から 収入金額×5％＋155.5万円

65歳未満の人 
（S16.1.2以降生）

1,300,000円以下 70万円
1,300,001円から 4,100,000円以下 収入金額×25％＋37.5万円
4,100,001円から 7,700,000円以下 収入金額×15％＋78.5万円
7,700,001円から 収入金額×5％＋155.5万円

収入金額 給与所得控除額

650,000円以下 全額

650,001円から 1,625,000円以下 65万円
1,625,001円から 1,800,000円以下 収入金額×40％
1,800,001円から 3,600,000円以下 収入金額×30％＋18万円
3,600,001円から 6,600,000円以下 収入金額×20％＋54万円
6,600,001円から 10,000,000円以下 収入金額×10％＋120万円
10,000,001円から 収入金額×5％＋170万円

課
税
課
市
民
税
係

（
☎
�
５
５
３
４
）

第
６
回

Ｑ
．
収
入
と
所
得
は
違
う
の
？

Ａ
．
収
入
金
額
と
は
、
手
に
入

っ
た
お
金
の
額
で
、
自
営
業
の

場
合
は
売
り
上
げ
金
額
に
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
会
社
な
ど
に
勤
め

て
い
る
人
は
、
手
取
り
額
で
は

な
く
、
源
泉
徴
収
や
社
会
保
険

料
を
差
し
引
く
前
の
金
額
に
な

り
ま
す
。

　

一
方
、
所
得
金
額
と
は
、
皆

さ
ん
が
得
た
収
入
の
す
べ
て
で

は
な
く
、
収
入
を
得
る
た
め
に

必
要
な
経
費
を
差
し
引
い
た
も

の
で
す
。

　

所
得
は
、給
与
所
得
の
ほ
か
、

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
雑

所
得
な
ど
10
種
類
に
区
分
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
・
県
民
税　

収
入
と
所
得
っ
て
違
う
の
？
編

　

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人

の
場
合
は
、
給
与
所
得
控
除
と

い
う
経
費
的
な
も

の
を
差
し
引
い
た

金
額
が
所
得
金
額

と
な
り
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
の
見
方
は
、
左

図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
年
金
は
所
得
に
な
る
の
？

Ａ
．
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
、

各
種
共
済
組
合
法
に
基
づ
く
年

金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け
取

っ
た
場
合
に
は
、
収
入
金
額
か

ら
公
的
年
金
等
控
除
額
を
差
し

引
い
た
金
額
が
雑
所
得
と
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
傷
病
者
や
遺
族
な

ど
が
受
け
る
障
害
年
金
、
遺
族

年
金
な
ど
は
、
税
金
の
対
象
の

所
得
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
的
年
金
等
控
除
額
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。

給与所得控除額算式

公的年金等控除額（平成17年分）
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燃えるごみ・資源物の排出量

燃えるごみ 資源物

平成17年度 44,963 7,744

平成16年度 46,513 7,662

比　　較 －1,550 82

比　　率 －3.3% 1.1%

（単位：ｔ）

資
源
循
環
課
（
☎
�
５
５
４
３
）

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　

き
れ
い
な
ま
ち
・
伊
勢

（No.8）

じ
め
な
ど
の
痛
ま
し
い
出
来
事

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

人
は
、
す
べ
て
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
人
間
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
生
き
る
権
利
を
有
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
複
雑
で

多
様
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
、

や
や
も
す
る
と
利
己
的
で
一
方

的
な
権
利
が
主
張
さ
れ
た
り
、

人
命
軽
視
や
差
別
意
識
の
温
存

な
ど
、
人
権
尊
重
と
は
程
遠
い

風
潮
が
、﹁
生
き
に
く
い
世
の
中
﹂

を
つ
く
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
分
も
ほ
か
の

人
も
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在

で
あ
り
、
何
も
の
に
も
か
え
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
分

か
り
合
い
、
生
命
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
が
人
ら
し
く
生
涯
を
幸
せ

に
生
き
て
い
く
こ
と
、
生
命
が

脅お
び
やか
さ
れ
な
い
こ
と
、
そ
れ
が

最
も
基
本
的
な
権
利
で
あ
り
、

﹁
人
権
﹂
な
の
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
と
そ
の
擁
護
を
明
記

し
て
い
ま
す
。

　

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
と
は
、
憲
法
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
の

基
本
を
成
す
も
の
で
あ
る
と
言

っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
宣
言
が
ま
ち
の
隅
々
に
、

一
人
一
人
の
心
に
染
み
渡
っ
て

い
く
こ
と
を
望
ん
で
や
み
ま
せ

ん
。

燃
え
る
ご
み
の
中
に
資
源
物
が

混
じ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

昨
年
度
の
燃
え
る
ご
み
の
排

出
量
は
、
平
成
16
年
度
と
比
較

し
て
3.3
％
減
少
し
、資
源
物
︵
資

源
び
ん
・
紙
類
・
布
類
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
な
ど
︶
は
1.1
％
増
加

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
燃
え
る
ご
み
の
中

に
は
、
ま
だ
ま
だ
資
源
物
と
し

て
分
別
で
き
る
も
の
が
混
じ
っ

て
い
ま
す
。

　

よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

出
し
方

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
中
に
、
異
物
︵
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
・
バ
ケ
ツ
・
ハ
ン
ガ
ー
・

お
も
ち
ゃ
な
ど
︶
の
混
入
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

異
物
が
混
入
し
て
い
る
と
、

再
度
、
作
業
員
が
手
作
業
で
分

別
す
る
こ
と
と
な
り
、
二
重
の

手
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ

ー
な
ど
で
確
認
し
、
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
分
別
し
て
く
だ
さ

い
。

手作業で取り除かれた異物

　

こ
の
7
月
、市
は
新
し
く
﹁
人

権
尊
重
都
市
﹂
を
宣
言
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
て
人
権
尊
重
の
取
り
組

み
を
進
め
、
市
民
一
人
一
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
、
心
豊
か

で
、
明
る
く
住
み
よ
い
伊
勢
市

を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
こ
う

と
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
す
。

　

近
年
、
さ
さ
い
な
こ
と
か
ら

簡
単
に
人
が
殺
さ
れ
、
傷
つ
け

ら
れ
、
ま
た
自
殺
・
虐
待
・
い

じ
め
な
ど
の
痛
ま
し
い
出
来
事

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

人
は
、
す
べ
て
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
人
間
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
生
き
る
権
利
を
有
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
複
雑
で

多
様
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
、

や
や
も
す
る
と
利
己
的
で
一
方

的
な
権
利
が
主
張
さ
れ
た
り
、

人
命
軽
視
や
差
別
意
識
の
温
存

な
ど
、
人
権
尊
重
と
は
程
遠
い

風
潮
が
、﹁
生
き
に
く
い
世
の
中
﹂

を
つ
く
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
分
も
ほ
か
の

人
も
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在

で
あ
り
、
何
も
の
に
も
か
え
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
分

か
り
合
い
、
生
命
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
が
人
ら
し
く
生
涯
を
幸
せ

に
生
き
て
い
く
こ
と
、
生
命
が

脅お
び
やか
さ
れ
な
い
こ
と
、
そ
れ
が

最
も
基
本
的
な
権
利
で
あ
り
、

﹁
人
権
﹂
な
の
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
と
そ
の
擁
護
を
明
記

し
て
い
ま
す
。

　

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
と
は
、
憲
法
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
の

基
本
を
成
す
も
の
で
あ
る
と
言

っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
宣
言
が
ま
ち
の
隅
々
に
、

一
人
一
人
の
心
に
染
み
渡
っ
て

い
く
こ
と
を
望
ん
で
や
み
ま
せ

ん
。

宣
言

　

す
べ
て
国
民
は
、
日
本
国
憲

法
の
も
と
、
基
本
的
人
権
が
保

障
さ
れ
自
由
で
平
等
な
社
会
の

実
現
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
社

会
生
活
に
お
い
て
は
、
今
な
お

人
権
が
侵
害
さ
れ
る
事
象
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
人
権
尊
重
の
精
神
に
徹
し
、

よ
り
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

よ
っ
て
私
た
ち
は
、
自
ら
の

人
権
意
識
を
高
め
、
す
べ
て
の

人
々
の
人
権
が
守
ら
れ
る
心
豊

か
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社

会
を
築
く
た
め
、
こ
こ
に
﹁
人

権
尊
重
都
市
﹂を
宣
言
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
7
月
11
日

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
市

人権政策課

（☎�5546）

ま
ち
の
隅
々
に
、
一
人
一
人
の
心
に

伊
勢
市
人
権
尊
重
都
市
宣
言
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まちの話題

　7月15日・16日、二見グラウンドほか 3カ所の会場で、
第1回伊勢市長杯争奪学童軟式野球大会が行われました。
　伊勢湾口道路の早期実現に向けての事業の一つで、愛知県

田原市からの5チームをはじめ、近隣市町のスポーツ少年団
も参加し、19チームによるトーナメント方式で、伊勢市長
杯をめぐり、試合が行われました。

　猛暑の中、各会場で熱戦が繰り広げられ、野球の試合を通

じて、選手たちは親睦を深めました。

　6月25日、松倉地区（小俣町）で、消防職員も参加し、
災害が起こったことを想定した防災訓練が行われました。

　122人の参加者は、警報サイレンと放送に従って避難し
た後、井戸水くみ出し用ポンプや消防ポンプ、消火栓の

取り扱い方、また心肺蘇
そ

生
せい

器を使った人口呼吸の方法を

学びました。

　万一の場合に、速やかに行動できるよう、参加者はいろ

いろな防災知識を学び、積極的に訓練を行いました。

　7月29日、二見公民館で子どもを対象に「ゆめホ
タル発光ダイオード工作教室」が開催されました。

　参加した子どもたちは、はんだ付けなどに真剣に

取り組み、作り上げた発光ダイオードのゆめホタル

が光った時には、歓声が上がりました。

　また夕暮れ時には、賓日館で行われた音楽会で、

ゆめホタルが点灯し、訪れた約400人の観客は、そ
よ風にゆらめく光と大正琴の音色を楽しみました。

　伊勢神宮奉納全国花火大会の翌日の 7月16日、宮川堤
公園の早朝清掃を実施しました。

　翌日の会場は、食べ物の容器やペットボトル、たばこ

の吸い殻など、ポイ捨てされたごみでいっぱいでした。

　そのたくさんのごみは、早朝にもかかわらず参加した

約400人により、約8トンが回収されました。

伊勢湾口道路スポーツ交流事業

第1回伊勢市長杯争奪学童軟式野球大会

松倉地区（小俣町）で防災訓練

ゆめホタル工作教室と音楽会

花火大会の翌日に早朝清掃

　7月28日、宮川と横輪川で、水生生物による水質調査が行われました。
　参加した城田小学校5・6年生児童14人は、川底に生息する水生生物
（ヘビトンボ・サワガニなど）を観察し、川の汚れの状況を調べました。

　今回の調査の結果、宮川の度会橋付近は「少し汚い水」、横輪川の

みどり保育園付近（矢持町）は「きれいな水」という判定でした。

水生生物による水質調査

まちの話題

　ご協力いただ

き、ありがとう

ございました。

　ごみは、その

場に捨てずに、

指定の場所に捨

てるか、持ち帰

りましょう。
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生活習慣病　疾患別教室
教室名 と　　き 内　　　　容

高 血 圧 
予防教室

9月21日㈭ 
13：30～ 16：00

・医師講演「高血圧とその予防について」 
　　講師：東山浩敬さん（東山胃腸科内科） 
・栄養士講話と試食「血圧を下げる食生活」

高脂血症 
予防教室

9月28日㈭ 
13：30～ 16：00

・医師講演 「高脂血症とその予防について」 
　　講師：久保裕史さん（久保内科診療所） 
・栄養士講話と試食「コレステロールを下げる食生活」

糖 尿 病 
予防教室

10月19日㈭ 
13：30～ 16：00

・医師講演 「糖尿病とその予防について」 
　　講師：東山浩敬さん（東山胃腸科内科） 
・栄養士講話と試食「血糖値を下げる食生活」

伊
勢
市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
☎
�
２
４
３
５
、
FAX
�
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー 

（
☎
�
７
８
７
０
、
FAX
�
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所 

（
☎
�
１
１
１
３
、
FAX
�
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所 

（
☎
�
０
２
３
５
、
FAX
�
２
４
０
４
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

︿
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
﹀

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

平
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

と
き　

9
月
21
日
㈭
、
午
前
10

時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
︵
生

後
6
カ
月
ま
で
︶
の
保
護
者

内
容　

離
乳
食
の
お
話
と
試
食

定
員　

20
人
︵
先
着
順
︶

申
し
込
み　

9
月
1
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

離
乳
食
教
室

乳
が
ん
検
診

リ
ハ
ビ
リ
教
室

健
康
診
査
お
よ
び
予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
追
加
の

お
知
ら
せ

高
血
圧
の
人
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や

血
糖
値
の
高
い
人
へ

生
活
改
善
を
始
め
よ
う

と
き　

9
月
14
日
㈭
、
午
前
10

時
～
午
後
1
時

と
こ
ろ　

二
見
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
の
1
歳
・
2

歳
児
の
保
護
者

内
容　

1
・
2
歳
児
の
食
生
活

を
中
心
と
し
た
生
活
リ
ズ
ム
の

つ
く
り
方
な
ど
の
お
話
、
調
理

実
習

定
員　

20
人
︵
先
着
順
︶

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
ご
は
ん
︵
お
に
ぎ
り

な
ど
︶

申
し
込
み　

9
月
1
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

◆
新
規
医
療
機
関

は
ま
ぐ
ち
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
︵
上

地
町
︶、
診
査
項
目

：

基
本
健

康
診
査
・
胃
透
視
検
査
・
肺
が

と
き　

9
月
11
日
㈪
、
①
午
前

10
時
～
11
時
・
②
午
後
1
時
～

2
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
︵
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
︶

定
員　

①
午
前

：

35
人
、
②
午

後

：

45
人
︵
先
着
順
︶

料
金　

１
１
０
０
円
︵
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
︶

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

申
し
込
み　

9
月
1
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

　

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
リ
ハ

ビ
リ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

と
き　

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・

木
曜
日

※
1
人
に
つ
き
週
2
回
ま
で
。

と
こ
ろ　

伊
勢
市
福
祉
健
康
セ

ン
タ
ー
・
機
能
回
復
訓
練
室

対
象　

40
歳
～
64
歳
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
︵
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
を
除
く
︶

● 

医
療
終
了
後
も
継
続
し
て
機

能
訓
練
を
行
う
必
要
が
あ
る
人

● 

心
身
機
能
に
支
障
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な
訓
練

を
受
け
て
い
な
い
人

● 

老
化
な
ど
に
よ
り
、
心
身
機

能
が
低
下
し
て
い
る
人

申
し
込
み　

事
前
に
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
へ

　

6
月
1
日
か
ら
基
本
健
康
診

査
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
受
診

は
済
み
ま
し
た
か
。

　

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
生
活
を
改

善
す
る
こ
と
で
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

と
き
・
内
容　

下
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

健
康
診
査
な
ど
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

● 

高
血
圧
で
あ
る

● 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
が
高
い

● 

血
糖
値
が
高
い

定
員　

各
60
人
︵
先
着
順
︶

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

幼
児
食
教
室

ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
前

立
腺
が
ん
マ
ー
カ
ー
検
査
・
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
・
腹
部
エ
コ

ー
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
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ママの教室
と　き ところ 対　象 内　　容

9月13日㈬ 
13：30～ 15：30

小俣保健 
センター

市内在住 
の妊婦

・保健師のお話 
 「これから始まる子育てについて 
       ～諸制度・発達・心構え～」 
・絵本の読み聞かせについて 
・座談会

9月29日㈮ 
13：30～ 15：30

・栄養士のお話 
・歯科衛生士のお話 
・絵本の読み聞かせ体験

ヘルスメイト料理講習会

と　き ところ

9月12日㈫ 9：30～ 13：00 小俣保健センター

9月16日㈯ 9：30～ 13：00 伊勢市福祉健康センター

9月22日㈮ 9：30～ 13：00
ハートプラザみその

光の街コミュニティセンター

9月27日㈬ 9：30～ 13：00 伊勢市福祉健康センター

診療日 診療時間 診療科目 当番医師

月曜日～土曜日
夜間 

19：30～ 22：00
内　科 
小児科

内 科 医 師

日 曜 日・ 祝 日 
1 ／ 1 ～ 1 ／ 3

昼間 
10：00～ 12：00 
13：00～ 17：00

内　科 
小児科

内 科 医 師 
小児科医師

歯　科 歯 科 医 師

夜間 
19：30～ 22：00

内　科 
小児科

内 科 医 師 
小児科医師

問い合わせ：内科・小児科（☎�8795 ）、歯科（☎�0829 ）
※この診療所では、地域の医師などが連携し、交代で出務することにより、診療体制が
　確保されています。

1. 各会場で行うもの　＜お問い合わせは、各会場（二見老人福祉センターは二見総合支所、ハートプラザみそのは御薗総合支所）へ＞

内　　容 月　日 時　間 ところ 対象

子育て相談

9 月 5 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

二見老人福祉センター

市内在住の人

13：30 ～ 15：00
9 月 12 日 ㈫ 9：00 ～ 11：00 中央保健センター

9 月 19 日 ㈫
9：30 ～ 11：00

ハートプラザみその
13：30 ～ 15：00

9 月 26 日 ㈫ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

9 月 27 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

成人健康相談

9 月 6 日 ㈬ 9：30 ～ 11：00 小俣保健センター

市内在住の人
9 月 7 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

9 月 12 日 ㈫ 13：30 ～ 14：30 ハートプラザみその

9 月 21 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター

成人栄養相談（要予約） 9 月 7 日 ㈭ 13：00 ～ 15：00 中央保健センター 市内在住の人

2. その他　＜お問い合わせは、伊勢保健福祉事務所：伊勢保健所（☎�5148 ）  へ＞

内　　容 と　　き

ＨＩＶ検査（エイズ検査）
毎週火曜日（8：45～ 11：00） 
第2火曜日（9月12日、17：30～ 19：00）

こころの健康相談（要予約） 第4木曜日（9月28日、13：00～ 15：00）

9月の主な相談など

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

マ
マ
の
教
室

と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象
・
内
容

左
表
の
と
お
り

定
員　

30
人
程
度
︵
先
着
順
︶

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

9
月
1
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

　

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

対
象    

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

乳
製
品
を
使
っ
て
お

い
し
く
食
べ
よ
う

定
員    

各
30
人(

先
着
順)

参
加
費  

３
０
０
円
︵
当
日
持

参
︶

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１／２
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

9
月
1
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

　

応
急
診
療
所
の
た
め
、
症
状

な
ど
に
よ
っ
て
は
、
２
次
病
院

な
ど
を
紹
介
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
右
表
の
時
間
以
外
に

診
療
を
受
け
た
い
人
や
重
症
の

人
は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
︵
☎
�
１
１
９
９
、
24
時
間

受
付
︶
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

●…休館日　■…おはなし会　▲…午後７時まで開館　★…ビデオの日

（9月）

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

●…休館日　■…おはなし会　★…上映会

（9月）

■おはなし会
たんぽぽおはなし会　9月9日㈯、午後3時～
赤ちゃんおはなし会　9月14日㈭、午前11時～
図書館おはなし会　9月23日㈷、午後3時～
※いずれも場所は、1階・おはなしのへやです。

■上映会
と　き 9月16日㈯、午後2時～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「アーサー王物語」（子ども用アニメ作品）

■ギャラリー展示
小俣町俳画サークル展
と　き　8月30日㈬～9月4日㈪
湯田青葉俳句・俳画合同展
と　き　9月6日㈬～11日㈪
おばたまつり写真展
と　き　9月13日㈬～25日㈪
※いずれも時間は、午前9時～午後7時（初日は午後
1時から、最終日は午後3時まで）、場所は 2階です。

■新刊案内
＜一般書＞
● 数の日本史事典
● グラーグ　ソ連集中収容所の歴史
● ボーダーズ
● 山田風太郎育児日記

＜児童書＞
● カメラを食べたゾウ
● お天気ナビ観察じてん　明日の天気がわかる
● ぼくが地球をすくうんだ！ 小学生のエコ・チャレ
ンジ体験日記
● パイレーツ・オブ・カリビアン　ジャック・スパロ
ウの冒険

伊勢図書館　☎ 21-0077　FAX21-0078 小俣図書館　☎ 29-3900　FAX29-3902

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前9時～午後7時
 土曜日・日曜日・祝日…午前9時～午後5時

■おはなし会
と　き 毎週土曜日、午後2時30分～
ところ 1階・児童書コーナー

■ビデオの日
と　き 9月10日㈰、午後1時30分～
ところ 2階・視聴覚室
内　容 「チャンプ」（1931年：アメリカ作品〔字幕〕）

■おとなのためのブックトーク
と　き 9月17日㈰、午後2時～3時
ところ 2階・視聴覚室
内　容 詩の朗読などを通して、声に出して本を読む楽しみを語ります
定　員 20人（先着順）
申し込み 9月1日㈮から、同館へ

■おとなのための図書館探検
と　き 9月30日㈯、午前9時30分～11時30分
ところ 2階・小会議室
内　容 普段入れない書庫などの見学、本のカバーかけなど
定　員 6人（先着順）
申し込み 9月15日㈮から、同館へ

■図書館工作
と　き 10月1日㈰、午後2時30分～3時30分
ところ 2階・視聴覚室
対　象 小学生
内　容 かんたんしおり作り
定　員 20人（先着順）
申し込み 9月16日㈯から、同館へ

■新刊案内
＜一般書＞
● 画家の息吹を伝える原寸美術館　日本編
● わたしの失敗　著名人の体験
● みんなのカーリング
● かづきれいこのリハビリメイク化粧学
● 図解「化学」は図にするだけで面白い　 
＜児童書＞
● まいごのねこざかな
● むしとあっぷっぷ！（どきどきにらめっこ）
● 犬に本を読んであげたことある？ 
● ローズクイーン　ふたりはただいま失踪中！
● そらまめくんのぼくのいちにち

■利用案内
開館時間　午前9時～午後7時

図書館だより
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国保水中運動教室
の参加者を募集

医療保険課
（☎�5646 ）

国保水中運動教室

と　こ　ろ と　　　き

伊勢スイミングスクール 
（岩渕 1丁目 2-13）

10月3日～11月21日の毎週火曜日 
（計8回）

12：15～13：15

ベスパスイミングスクール 
（川端町 203-2）

10月5日～11月30日の毎週木曜日 
（11月23日を除く、計8回）

13：30～14：30

フィットネスクラブ「メッツ」 
（小木町 575-1）

10月5日～11月23日の毎週木曜日 
（計8回）

12：30～13：30

対
象　

市
内
に
在
住
し
て
い
る
35
歳
以

上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

内
容　

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
水
中

運
動
︵
水
中
体
操
や
水
中
歩
行
な
ど
︶

を
行
い
ま
す

定
員　

各
20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て

受
講
す
る
人
を
優
先
し
、
そ
れ
以
外
の

人
は
抽
選
と
し
ま
す
。
な
お
、
抽
選
結

果
に
つ
い
て
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み　

国
民
健
康
保
険
証
と
印
章

を
持
参
し
、9
月
１
日
㈮
～
13
日
㈬
に
、

同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
へ︵
下

表
の
ス
ク
ー
ル
ま
た
は
ク
ラ
ブ
の
う
ち

い
ず
れ
か
1
つ
を
選
択
し
、
申
込
書
・

誓
約
書
︹
健
康
状
態
の
申
告
と
施
設
利

用
時
の
規
則
の
順
守
︺
に
必
要
事
項
を

記
入
し
ま
す
︶

※
体
に
不
安
が
あ
る
人
は
、
医
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

危
険
物
取
扱
者
試
験

乙
種（
全
類
）・
丙
種
試
験

と
き　

11
月
19
日
㈰

と
こ
ろ　

皇
學
館
大
学

申
し
込
み
期
間　

９
月
１
日
㈮
～
13
日
㈬

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
消
防
本
部
・
各

分
署
・
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

試
験
の
予
備
講
習
会

と
き　

10
月
14
日
㈯
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
３
階
研
修
室

科
目　

乙
種
第
4
類

定
員　

１
０
０
人
︵
先
着
順
︶

受
講
料　

一
般
受
講
者　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

防
火
協
会
会
員　

無
料

教
材
費　

２
８
０
０
円︵
希
望
者
の
み
︶

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈮
～
10
月
13
日

㈮
に
、
同
課
へ

※
講
習
日
程
は
、
気
象
状
況
︵
警
報
発

令
な
ど
︶
に
よ
り
、
延
期
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

予
備
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課（
☎
�
1
2
6
3
）

〈
受
講
料
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

と
き　

10
月
21
日
㈯
、
午
前
10
時
～
午

後
３
時
︵
午
前
９
時
30
分
受
け
付
け
開

始
、
小
雨
決
行
︶

集
合
場
所　

伊
勢
神
宮
内
宮
宇
治
橋
前

コ
ー
ス　

伊
勢
神
宮
内
宮
～
玉
城
町
田

丸
︵
約
13
㎞
︶

定
員　

２
０
０
人
︵
先
着
順
︶

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま

す
。

参
加
費　

１
人
に
つ
き
１
０
０
０
円
︵
傷

害
保
険
料
・
資
料
代
を
含
む
︶

※
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
9
月

30
日
㈯
ま
で
に
、
同
対
策
局
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
参
宮
道
中
の
衣
装
を
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す
。︵
先
着
１
０
０
人
︶

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

※
玉
城
町
田
丸
～
熊
野
の
コ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
同
対
策
局
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

熊
野
古
道
伊
勢
路
踏
破

リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
（
ス
タ
ー
ト

大
会
）の
参
加
者
を
募
集

観
光
政
策
課 

（
☎
�
5
5
6
5
）

三
重
県
東
紀
州
対
策
局 

（
☎
津
0
5
9
・
2
2

4
・
2
1
9
3
）

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉
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親
子
農
業
体
験

農
林
課（
☎
�
5
5
7
0
）

も
っ
た
い
な
い
フ
ェ
ア
を
開
催

伊
勢
広
域
環
境
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

運
営
委
員
会
事
務
局（
☎
�
2
8
0
0
）

全国の仲間と伊勢路を走ろう！

お伊勢さん健康マラソン大会

生涯学習・スポーツ課内：お伊勢さん
健康マラソン大会事務局（☎�5624 ）

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を

開
催

資
源
循
環
課（
☎
�
１
４
４
３
）

と
き　

①
9
月
23
日
㈷
、
②
11
月
25
日

㈯
、
③
平
成
19
年
１
月
20
日
㈯

と
こ
ろ　

明
野
高
等
学
校

対
象　

小
学
生
と
保
護
者
の
２
人
１
組

で
、
計
3
回
の
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
人

内
容　

①
イ
チ
ゴ
の
定
植
、
②
イ
チ
ゴ

の
管
理
・
花
の
寄
せ
植
え
、
③
イ
チ
ゴ

の
収
穫
・
ジ
ャ
ム
作
り

講
師　

明
野
高
等
学
校
の
生
徒

定
員　

15
組
︵
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
︶

参
加
費　

２
０
０
０
円︵
2
人
×
3
回
分
︶

申
し
込
み　

9
月
4
日
㈪
～
13
日
㈬
・

午
前
9
時
～
午
後
4
時
に
、
電
話
で
同

課
へ

と
き　

10
月
28
日
㈯
、
午
前
9
時
30
分

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

伊
勢
広
域
環
境
組
合
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

内
容　

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
体
験
や

展
示
、
再
生
品
の
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項

︵
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

主
な
出
品
物
名
︶
を
記
入
し
、
９
月
29

日
㈮︵
当
日
消
印
有
効
︶ま
で
に
、
同
事

務
局︵
〒
515

－

0505
西
豊
浜
町
６
５
３
︶へ

※
申
し
込
み
は
、
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き

１
通
ま
で
と
し
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
営
利
目
的
で
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

昭
和
57
年
、
中
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
を
目
指
し
て
始
ま
っ
た
﹁
お
伊
勢

さ
ん
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
﹂
は
、
今
年

で
25
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
の
保
持
・
増

進
や
親
睦
・
交
流
の
た
め
に
、
多
数
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

12
月
3
日
㈰
、午
前
9
時
～︵
雨

天
決
行
︶

と
こ
ろ　

伊
勢
神
宮
内
宮
～
外
宮
︵
御

幸
道
路
︶

参
加
資
格　

30
歳
以
上
の
健
康
な
男
女

※
競
技
運
営
の
都
合
上
、
車
い
す
で
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

コ
ー
ス

10
㎞
コ
ー
ス︵
内
宮
↓↑
外
宮

：

往
復
︶

5
㎞
コ
ー
ス︵
外
宮
↓
内
宮

：

片
道
︶

参
加
費　

３
５
０
０
円︵
傷
害
保
険
料
・

昼
食
代
を
含
む
︶

申
し
込
み　

９
月
４
日
㈪
～
10
月
6
日

㈮
に
、
申
込
書︵
同
課
に
あ
り
ま
す
︶に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え

て
、
直
接
ま
た
は
郵
便
振
り
込
み
で
、

同
事
務
局︵
〒
516

－

8601
岩
渕
1
丁
目
７ｰ

29
︶へ

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︵ http://w

w
w
.

tecnoplan.co.jp

、
携
帯
電
話
か
ら
も
可
︶

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
参
加
選
手
に
は
、
閉
会
式
会
場
で
伊

勢
う
ど
ん
な
ど
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

と
き　

10
月
9
日
㈷
、
午
前
8
時
30
分
～

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び

そ
の
周
辺

内
容

● 

市
民
体
育
祭

：

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

● 

ダ
ン
ス
カ
ー
ニ
バ
ル

：

サ
ブ
ア
リ　

　

ー
ナ

● 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

：

サ
ッ　

　

カ
ー
場

ト
ラ
ッ
ク
の
日
・
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６

：

ア
リ
ー
ナ
前
広

場︵
午
前
10
時
～
︶

テ
ー
マ　

交
通
安
全
と
環
境

※
問
い
合
わ
せ
は
、
三
重
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
南
勢
支
部︵
☎
�
４
２
６
７
︶へ

い
せ
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
5
６
２
４
）

と
き　

10
月
８
日
㈰
、
午
前
10
時
～
午

後
3
時

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集

対
象　

市
内
在
住
で
営
利
を
目
的
と
し

な
い
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

定
数　

50
ブ
ー
ス
︵
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
公
開
抽
選
︶

出
店
料　

無
料

申
し
込
み　

９
月
11
日
㈪
︵
当
日
消
印

有
効
︶ま
で
に
、
は
が
き︵
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
出
品
物
名
を
記
入
︶
で
、

同
課
内
﹁
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
係
﹂︵
〒

515

－

0505
西
豊
浜
町
６
５
４
︶へ

※
申
し
込
み
は
、
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き

１
通
ま
で
。
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寿
バ
ス
券
の
利
用
を

児
童
長
寿
課（
☎
�
5
5
5
9
）

児
童
手
当
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

児
童
長
寿
課（
☎
�
5
5
6
1
）

制
度
改
正
に
関
す
る
手
続
き
は
9
月
中
に

　

今
年
４
月
に
児
童
手
当
法
が
改
正
さ

れ
、
小
学
４
年
生
～
６
年
生
の
児
童
が

新
た
に
児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な
り
、

ま
た
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
新
た
に
対
象
と
な
っ

た
人
は
、
９
月
29
日
㈮
ま
で
に
認
定
請

求
の
手
続
き
を
す
れ
ば
、
今
年
４
月
分

か
ら
の
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

10
月
以
降
に
認
定
請
求
の
手
続
き
を

し
た
場
合
は
、
受
け
付
け
日
の
翌
月
分

か
ら
受
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
児
童
手
当
は
、
認
定
請
求
の
手

続
き
を
し
な
い
と
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

現
況
届
未
提
出
の
人
は
速
や
か
に
提
出
を

　

平
成
18
年
５
月
ま
で
、
引
き
続
き
児

童
手
当
を
受
け
て
い
た
人
は
、
現
況
届

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
、
６
月

分
以
降
の
手
当
の
支
払
い
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
。

　

提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
は
、
旧
伊
勢
市
内
の
バ
ス
路
線
全

線
︵
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
線
を
除
く
︶
で
使

え
る
﹁
寿
バ
ス
優
待
乗
車
券
﹂︵
フ
リ
ー

パ
ス
方
式
︶
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象　

旧
伊
勢
市
内
に
在
住
し
て
い
る

満
75
歳
以
上
の
人

有
効
期
限　

９
月
30
日
㈯
ま
で

※
10
月
1
日
㈰
以
降
も
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

申
請　

同
課
ま
た
は
各
支
所
へ

※
各
総
合
支
所
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

初
め
て
申
請
す
る
人

　

満
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
月
の
１

日
以
降
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物　

印
章
、
写
真
１
枚
︵
縦
3.0
㎝

×
横
2.4
㎝
で
、
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
︶、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

︵
保
険
証
な
ど
︶

引
き
続
き
利
用
す
る
人

　

有
効
期
限
が
９
月
30
日
㈯
ま
で
の
バ

ス
券
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
引
き
続
き

利
用
す
る
人
は
、９
月
30
日
㈯
以
降
に
、

新
し
い
バ
ス
券
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
本
人
に

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
現
在
、
寿
バ
ス
券
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
市
全
域
で
活
用
で
き
る
制
度

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

家
庭
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
設
置
に
補
助

工
芸
指
導
所（
☎
�
4
3
9
7
）

対
象
者　

次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た
す
人

●  

現
在
所
有
し
て
い
る
家
も
し
く
は
新

築
す
る
家
に
対
象
設
備
を
設
置
す
る
人
、

ま
た
は
対
象
設
備
を
設
置
し
た
家
を
購

入
す
る
人

●  

平
成
19
年
2
月
28
日
㈬
ま
で
に
設
置

工
事
が
完
了
す
る
人

●  

県
お
よ
び
市
が
行
う
普
及
啓
発
活
動

に
協
力
す
る
人

※
今
年
度
は
、
平
成
18
年
4
月
１
日
㈯

～
8
月
31
日
㈭
に
設
置
工
事
に
着
手
し

た
人
も
対
象
と
し
ま
す
。

対
象
シ
ス
テ
ム

① 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

② 

小
型
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム

③ 

①
と
同
時
に
設
置
す
る
CO2
冷
媒
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

④ 

①
と
同
時
に
設
置
す
る
家
庭
用
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器

件
数　

①
60
件
程
度
、
②
2
件
程
度
、

③
30
件
程
度
、
④
5
件
程
度
︵
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

補
助
金
額
（
１
件
当
た
り
）

①
12
万
円
、
②
12
万
円
、
③
４
万
円
、

④
10
万
円

申
し
込
み　

9
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮
に
、

同
所
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。
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新成人のつどい

生涯学習・スポーツ課
（☎�5584 ）

行
方
不
明
者
の
相
談

伊
勢
警
察
署
刑
事
第
一
課（
☎
⑳
０
１
１
０
）

９
月
21
日
㈭
〜
30
日
㈯
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
☎
�
5
5
9
3
）

と
き　

平
成
19
年
１
月
7
日
㈰
、
午
前
10

時
30
分
～

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

対
象　

昭
和
61
年
4
月
2
日
～
昭
和
62

年
4
月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
内
に
在
住

し
て
い
る
人

※
帰
省
中
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

期
間
中
は
、﹁
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
﹂
を
基
本
と
す
る
ほ
か
、
子
ど
も

と
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
﹁
夕
暮
れ
時

と
夜
間
の
、
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中

の
交
通
事
故
防
止
﹂
と
﹁
後
部
座
席
を

含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
﹂
を
重
点

と
し
た
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
三
重
県
で
は
、﹁
飲
酒
運
転
の

追
放
﹂
を
独
自
の
運
動
の
重
点
と
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
昨
年
に
比
べ
て
﹁
重
大

な
交
通
事
故
﹂
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
交
差
点
に
お
け
る
事
故
が
大
変

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

﹁
⋮
だ
ろ
う
﹂
で
は
な
く
﹁
⋮
か
も

し
れ
な
い
﹂
と
い
う
気
持
ち
で
安
全
確

認
を
し
っ
か
り
行
い
、
譲
り
合
い
・
い

た
わ
り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。　

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
育
成
と
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課（
☎
�
5
5
4
9
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

18
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

鹿
海
町
自
治
会　

遊
具
の
設
置

下
小
俣
か
ん
こ
踊
り
保
存
愛
好
会　

太

鼓
の
購
入

下
野
町
自
治
区　

祭
り
用
具
購
入

宮
崎
連
合
町
内
会　

視
聴
覚
機
器
購
入

森
区
自
治
会　

放
送
設
備
整
備

　

母
子
家
庭
の
雇
用
の
安
定
と
就
職
の

促
進
を
図
る
た
め
に
、
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
母
子

家
庭
の
母
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
人

●  

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
同

程
度
の
所
得
水
準
に
あ
る
人

●  

雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付

を
受
け
る
資
格
が
な
い
人

●  

受
け
よ
う
と
す
る
教
育
訓
練
が
、
適

職
に
就
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
人

対
象
講
座

●  

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
の

指
定
教
育
訓
練
講
座

●  

就
業
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い
講

座
で
、
国
が
定
め
る
も
の

給
付
額　

支
払
っ
た
教
育
訓
練
経
費
の

１
０
０
分
の
40︵
上
限
額
20
万
円
、
８
０

０
０
円
以
下
は
支
給
し
ま
せ
ん
︶

※
希
望
す
る
人
は
、
事
前
の
相
談
が
必

要
で
す
。

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

事
業

児
童
長
寿
課（
☎
�
5
5
6
1
）

　

警
察
で
取
り
扱
っ
た
死
者
の
う
ち
、

全
国
で
約
1
万
６
０
０
０
人
、
県
内
で

約
１
７
０
人︵
平
成
18
年
4
月
末
現
在
︶

の
身
元
が
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
警
察
は
、
1
人
で
も
多
く
の
人
を

家
族
の
元
に
帰
す
た
め
、
相
談
所
を
開

設
し
、
安
否
を
気
遣
っ
て
い
る
人
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

常
設
相
談
所　

県
警
察
本
部
刑
事
部
鑑

識
課︵
津
市
栄
町
1
丁
目
１
０
０
番
地
、

☎
津
０
５
９
・
２
２
２
・
０
１
１
０
︶

　

ま
た
、
次
の
と
お
り
臨
時
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

と
き　

9
月
14
日
㈭
、
午
前
10
時
～
午

後
4
時

と
こ
ろ　

松
阪
警
察
署
︵
松
阪
市
中
央

町
３
６
６
の
1
︶

鹿海町自治会

下小俣かんこ踊り保存愛好会

下野町自治区

宮崎連合町内会

森
区
自
治
会
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10
月
１
日
㈰
〜
７
日
㈯
は

公
証
週
間

伊
勢
公
証
役
場（
☎
�
6
5
0
6
）

　

不
動
産
売
買
な
ど
の
大
切
な
契
約
や
、

遺
言
を
残
し
た
り
す
る
と
き
は
、
公
正

証
書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら
任
命

さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る
文
書
で
、

法
律
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
力
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

原
本
は
公
証
役
場
で
保
管
さ
れ
る
た

め
、
紛
失
や
改
ざ
ん
の
心
配
が
な
く
、

内
容
の
秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
無
料
の
公
証
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
間
中
の
10
月
１
日
㈰
も
無

料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
説
明
会

津
地
方
裁
判
所
伊
勢
支
部

（
☎
�
3
1
3
5
・
内
線
1
0
1
）

と
き　

10
月
3
日
㈫
、
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

津
地
方
裁
判
所
伊
勢
支
部
・

会
議
室

内
容　

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

定
員　

25
人
︵
先
着
順
︶

申
し
込
み　

事
前
に
同
支
部
へ

（アナログ 10 チャンネル）

■特集（9月）
御遷宮に向けた伊勢らしいまち

■お知らせ

（8/28～9/3 ）
● 環境リサイクルフェア　

 フリーマーケット出店者と

 写真展作品の募集
● 基本健康診査・歯周疾患検診
● 市民の声

（9/4～10 ）
● 第25回お伊勢さん健康マラソン大会
● 健康づくりアドバイザー養成講座

（9/11～17 ）
● 児童手当制度の改正
● 疾患別健康教室の参加者募集

（9/18～24 ）
● 介護予防

（9/25～10/1 ）
● こころの健康づくり教室の参加者募集

　
■市民活動ニュース「おいないパルティ」　

※アナログ10チャンネルでは、午前6時・9時、正午、午後3時・6時・
9時から放送を行っています。
　また、市議会9月定例会本会議および決算特別委員会（設置された
場合）を、会議があった日の翌日の午後2時と午後7時から放送します。

　

（アナログ 21 チャンネル）

　御薗地区のみの放送で、アナログ10チャン
ネルと同じ「特集」「お知らせ」などの行政情

報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。

　 （アナログ 8 チャンネル・デジタル 701チャンネル）

■ニュース　※毎日午後7時更新
■リポート（企画番組） 　※毎週月曜日更新

■ミニコーナー（情報番組） 　※随時更新

■お木曳特別番組　※9月1日・2日のみ放送
※アナログ 8チャンネル・デジタル 701 チャンネルでは、午前7
時～翌日午前2時の毎時0分から、繰り返し放送を行っています。
　また日曜日は、その週に放送されたニュース・リポートをまと
めて放送します。

※放送時間や内容が変更することがあります。ご了承ください。

秘書広報課（☎�5515 ）

コミュニティチャンネル

「みて・きいて伊勢」

環境政策課（☎�5542 ）
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※9月18日は祝日のため、
　19日㈫に行います。
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※外国人登録者を含む

総人口　	 136,827人（＋37人）	 男　性　64,968人	（＋4人）

世帯数	 52,458世帯（＋150世帯）	 女　性　71,859人	（＋33人）

人の動き（７月末現在）

第１年次お木曳行事「川曳」
　７月22日〜30日の土曜日・日曜日に行われた
第１年次お木曳行事「川曳」の様子です。
　７月30日には、秋篠宮さまと眞子さまがご視
察になられました。

秋篠宮さまと眞子さまもお木曳にご参加

勇壮に瀬を越える木ぞり

夏空の下、歓声と水しぶきを上げる参加者舵
かじ

取り役の梃
て
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五十鈴川からエンヤ曳で引き上げ、
奉納場所に向かう奉曳団

運ばれた御用材を慎重に奉納

川曳を楽しむ大勢の参加者と観客

宇治橋前から木遣りの合図でエンヤ曳

かわ　　びき


